品歯連盟だより
都歯連盟・日歯連盟への入会（再入会）のお願い
　　　―近年の政治活動とは異なる活動報告―
松井亮介

地域での無料歯科健診の対象年齢、歯科医療の報酬制度、歯科専用機材の価格などを含めた歯科医療を取り巻く環境について歯科医師以外ではっきりと理解している人は少ないと思います。政治の場においても歯科医療に対する正当な評価や社会の変化に対応する措置が歯科医療に詳しくない議員間で行われる事は非常に難しく思えます。日本、東京都、品川歯科医師連盟では国会、東京都議会、品川区議会にそれぞれ歯科医療の社会的価値に理解のある議員に対してそれぞれの立場で今後起こりうる物価変動などを含めた社会の変化に対する診療報酬等の評価や対応、健診等の世の中に貢献できることの提案、その他それぞれの歯科医師会の抱えている問題点の解決に向けた要望を行う活動を行っております。
今回は政治活動とは異なる活動の一部を報告させていただきたいと思います。是非ご覧いただき「連盟の大切さ」をご理解いただきたく宜しくお願い致します。
　
◆自然災害時の日歯連盟見舞金支給

都歯連盟より令和元年の台風による被害に有無についての調査依頼があり日歯連盟より都歯連盟宛見舞金に充当すべく補助金が支給されました。品川に於きましては１名の会員より倒木により車が全損したとの報告があり、都歯連盟より見舞金が支給されております。都歯福祉総合保険の適用外であったため、会員が非常に感謝しいていたことをご報告いたします。会員の為の連盟であることを確認できる出来事でした。

◆都歯連盟第１回政治活動支援特別助成金の交付

令和２年６月１７日（水）都歯連盟より品歯連盟に上記助成金109,000円が交付されました。（令和元年度都歯連盟会費の納入者数＋終身会員数×1000円＝109000円）

◆品歯連盟会員への「新型コロナ対策費、見舞金」の支給

　令和２年７月９日（木）の整備会にて品歯連盟会員への「新型コロナ対策費、見舞金」1万円が支給されました。

◆「会員診療所への支援金給付」について品川区長と面談
　　　
野村良治監事から和気副区長に対しての熱心なロビー活動もあり令和２年８月７日（金）品川区役所５階会議室にて濱野区長と面談が行われました。
スタッフを含めた歯科医療従事者の感染リスクが高いといわれる中、院内の感染対策を十分に行いながら品川区民に対する健診事業を含め日々の診療に努めている区内歯科医師会会員診療所に対しご支援いただける様要望がされました。
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◆品川区新型コロナウイルス感染対応支援金

　「品川区新型コロナウイルス対策支援金」を活用した支援の一つとして、品川区より品川歯科医師会会員診療所に対し５万円の支援金給付が決定しました。

◆地域医療講演会

平成２６年度から「政治連盟」から「政治」を外して、連盟の事業を政治活動だけでなく会員の為になるような新たな活動を模索しており。令和２年度は新型コロナウイルス感染症の影響で開催を見送らせていただいておりますが平成２９年年度より品川歯科医師連盟・都歯連盟荏原支部・品川歯科医師協同組合の共催で地域医療講演会を３回開催しました。

１．寝たきりにさせないための地域医療連携とは
－高齢者の健康寿命に貢献する歯科医療―

平成３０年２月２６日（月）　　 午後８時　　　　　品川歯科医師会館
講師：日本大学歯学部歯科補綴学第1講座飯沼利光教授
出席者：品歯３１名、荏歯１７名、区役所関係者２名、石原宏高代議士、
伊藤昌宏区議、大澤真一区議、鈴木博区議、若林ひろき区議、
こんの孝子区議の出席者

２．高齢者の心身衰えの予防と口腔機能管理の必要性　
－お口の健康と健康寿命－

　　平成３０年１１月１２日（月）　午後７時３０分　　 品川歯科医師会館
講師：小坂　肇会員
　　出席者：品歯３６名、荏歯９名、区役所関係者１名、伊藤昌宏区議、大澤真一区議
　

３．変貌を遂げるまち品川、その歴史と今後
－進む再開発、水辺の活用、区庁舎建て替え、防災―

　　令和２年１月１５日（水）　  　午後８時　　　　  品川歯科医師会館
講師：和気正典品川副区長
　　出席者：品歯１８名、荏歯７名、伊藤昌宏前区議

